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令和 3 年度 令和 12

１．事業概要

（１）

① 給　水

人

人

千㎥/ha

② 施　設　

③ 料　金

本町の水道料金は、〈基本料金〉と〈従量料金〉の合計額に、消費税を加えた金額としています。
料金体系は以下のとおりです。

料金早見表（抜粋）
使用量（㎥） 料金 税額 税込額

1 1,060 106 1,166
2 1,060 106 1,166
3 1,060 106 1,166
4 1,060 106 1,166
5 1,060 106 1,166
6 1,060 106 1,166
7 1,060 106 1,166
8 1,060 106 1,166
9 1,220 122 1,342

10 1,380 138 1,518
15 2,180 218 2,398
20 2,980 298 3,278
25 3,955 395 4,350
30 4,930 493 5,423
40 7,130 713 7,843
50 9,330 933 10,263

100 22,080 2,208 24,288

計 画 給 水 人 口 11,230

現 在 給 水 人 口 7,642法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

法適用企業（全部適用）
適用年月日：平成元年4月1日

139.55施 設 数

千ｍ

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

施 設 利 用 率 58.48㎥／日

平 成 14 年 4 月 1 日

浄水場設置数

配水池設置数

3

施 設 能 力 5,140

料金体系の
概要・考え方

団 体 名 ：

事 業 名 ：

有 収 水 量 密 度

　久米島町

　水道事業

計 画 期 間 ：

29

～

管 路 延 長

0.707

供 用 開 始 年 月 日 昭 和 48 年 4 月 1 日

水 源

別添１－1

久米島町　水道事業　経営戦略

事業の現況

□表流水　　☑ダム　　□伏流水　　☑地下水　　□受水　　□その他

％

策 定 日 ：

   年度

料金体系

単位
料金
（円）

水量
料金
（円）

9㎥～20㎥まで 160
21㎥～30㎥まで 195
31㎥～50㎥まで 220
51㎥～100㎥まで 255
101㎥～200㎥まで 295
201㎥以上 315
1㎥につき 560

※料金体系は税抜き額を表示しております。
※一般用とは、営業用、官公署用以外のように水道を使用する場合です。
※営業用とは、料理店、飲食店、娯楽湯等の営業の用に水道を使用する場合です。

官公署用

船舶・臨時用
連合給水は、一戸につき一般用の料金を適用する

種別 用途別
基本料金 従量料金　1㎥につき

専用
一般用

8㎥まで 1,060営業用

供用

料金計算例：15㎥使用した場合

1,060円（8㎥まで含まれる）

160円×（15㎥-8㎥）＝1,120円

1,060円+1,120円＝2,180円

2,180円×10％＝218円

2,180円+218＝2,398円

基本料金

従量料金

基本+従量

消費税

水道料金



④ 組　織

（２）

（３） 経営比較分析表等を活用した現状分析

２．将来の事業環境

（１）

*1　水道事業の広域化とは、水道法（昭和32年法律第177号）第２条の２第２項の市町村の区域を超えた広域的な水道事業者間の連携等に当たるものである。その具体的な方策として
は、経営統合（事業統合及び経営の一体化をいう。以下同じ。）、浄水場等一部の施設の共同設置や事務の広域的処理等がある。

平成26～平成30年度の実績でみると、本町水道事業の運営は概ね良好であることがうかがえます。
　・経常収支比率及び料金回収率が100％を超えている。
　・給水収益に対する企業債残高の割合が類似団体より低く、かつ年々減少している。
　・自己水源を使用しているため給水原価が類似団体より低い。

一方、今後の施設維持については大きな懸念があります。
　・平成30年度時点で有形固定資産減価償却率が70％、管路経年化率が50％超えており老朽化が進んでいる施設・設備が多い。

水道事業は上下水道課の上水道班で運営しており、令和2年現在は4名が業務に従事しています。
将来にわたって水道サービスの維持、向上のためには、人材育成が必要な状況です。

これまでの主な経営健全化の取組

平成14年の旧仲里村と旧具志川村の市町村合併に伴い、従前の上水道２事業と簡易水道１事業を統合し、現在は上水道１事業として運営してお
り、事業職員の削減による経費の縮減に繋がっております。

給水人口の予測

施設をできる限り長く使用することで、コスト削減を行っているが、設備の更新に対応することが今後優先される課題である。

　本町の行政区域内人口は「久米島町人口ビジョン」のとおり減少する見込です。それに伴い給水人口も減少傾向にあり、平成27年度の8,071人か
ら令和元年度は7,642人と4年間で429人減少しました。今後も引き続き減少し令和12年度には6,613人になると予測されます。

※　直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。
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（単位：人） 給水人口の予測

予測実績

（単位：人）
H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

給水人口 8,071 7,932 7,803 7,698 7,642 7,481 7,392 7,304 7,215 7,127 7,038 6,953 6,868 6,783 6,698 6,613

【上下水道課】

（１名）

下水道事業担当 1名

上下水道課長

上水道班 水道事業担当 1名

水道経理担当 1名

水道施設担当 1名

下水道班 下水道事務担当 1名



（２）

（３）

（４） 組織の見通し

　有収水量の実績は、平成27年度は986千㎥でしたが、令和元年度は人口減少や節水機器の普及に影響で934千㎥に減少しました。今後は、上
記（1）給水人口の予測による人口減少に伴い、水需要が減少し令和12年度には816千㎥になると予測されます。
　また、有収水量は過去3年間の一人当たりの年間有収水量平均に給水人口を乗じて算定しております。

水需要の予測

料金収入の見通し

　本町の給水収益の実績は、平成27年度は196,438千円でしたが、令和元年度は186,267千円に減少しました。今後は、有収水量の減少に伴い
年々減少し、令和12年度は162,887千円になると予測されます。
　また、料金収入は過去3年間の１㎥当たりの供給価格平均値に年間有収水量を乗じて算定しております。

組織、職員数とも現行（4人体制）のまま運営を継続する予定としています。しかし、水道施設の運営は合併以前のままであり、浄水場施設3箇所・
配水池29箇所と施設数が多く、職員1人あたりの業務負担が大きいのが現状です。今後、水道施設の維持管理などの外部委託及び水道施設の統
廃合を検討し、業務効率を図り職員1人あたりの負担を軽減する必要があります。
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（単位：千円） 給水収益の予測

予測実績

（単位：千㎥）
H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

年間有収水量 986 986 973 949 934 923 912 901 890 880 869 858 848 837 827 816

（単位：千円）
H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

給水収益 196,438 197,796 194,284 189,502 186,267 183,235 182,075 179,908 177,716 175,548 173,356 171,262 169,168 167,075 164,981 162,887



３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

【基本方針】
地方公営企業としての立場と責務を念頭に置き、「夢をつむぐしま　久米島　～安全な水の安定供給～」という基本理念を持って、次世代に継承す
るにふさわしい水道を目指していく。

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

目 標
本町では、災害に強く、たくましい水道を目指し、次のような投資目標をたてました。
・水道施設の効率的かつ計画的な更新
・老朽化施設の更新と耐震性、機能性の向上

目 標
今後も持続可能な健全経営と給水サービスの向上を念頭に、水道料金の適正化及び施設整備にかかる費用の財
源確保に努めます。

②　収支計画のうち財源についての説明

計画期間内の整備は概ね事業計画（平成27年度策定）に基づいていますが、施行時期については現状に合わせて調整うえ本計画に反映していま
す。また、工事の平準化を行った際の投資額の算定も併せて行いました。

財源の考え方は以下の通りです。
　料金収入・・・・・・・・・料金収入は過去3年間の１㎥当たりの供給価格平均値に年間有収水量を乗じて算定しています。
　一般会計繰入金・・・消化栓負担額としていますが、本計画では該当しません。
　企業債・・・・・・・・・・・補助事業の50％を企業債発行予定としています。
　国庫補助金・・・・・・・補助事業の50％を予定しています。

投資・財政計画（収支計画）　：　 別　紙　の　と　お　り

〇持続・・・いつまでも近くにあり続ける水道
　　取組施策１．水道料金の見直し・・・持続可能な事業運営のために適切な水道料金を本計画期間内に検討します。
　　取組施策２．人材の育成・・・限られた人員の中で水道サービス維持・向上のために継続的に水道監理技術者を育成します。

〇安全・・・いつでも安心して飲める、安全で信頼される水道
　　取組施策１．水質保全対策・・・水源保全の環境監視と状況把握を徹底します。

〇強靭・・・災害に強く、たくましい水道
　　取組施策１．水道施設の計画的更新・・・サービスに支障が出ないことを前提に、施設更新を計画的に実施し、中長期的な費用縮減に努め
                                                           ます。
　　取組施策２．水道施設の耐震性強化・・・施設更新時に耐震性能強化を行い、災害に強い基盤整備に努めます。

投資額
〇平準化後 （単位：千円）

令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年 令和10年 令和11年 令和12年 合計
導・送・配水管 0 0 0 23,060 23,060 23,060 81,060 189,060 196,600 196,800 732,700
取水・浄水施設他 0 19,800 196,600 173,500 173,500 173,500 115,500 7,500 0 0 859,900
機械・電気設備 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

補助事業計 0 19,800 196,600 196,560 196,560 196,560 196,560 196,560 196,600 196,800 1,592,600
その他 2,100 3,400 3,400 10,100 2,100 2,100 2,100 2,100 2,100 2,100 31,600

合計 2,100 23,200 200,000 206,660 198,660 198,660 198,660 198,660 198,700 198,900 1,624,200

〇平準化前 （単位：千円）
令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年 令和10年 令和11年 令和12年 合計

導・送・配水管 0 11,530 143,410 130,610 88,410 139,710 139,710 88,410 88,410 88,410 918,610
取水・浄水施設他 0 19,800 123,900 102,400 216,300 146,300 122,200 79,200 49,800 0 859,900
機械・電気設備 0 4,500 50,200 280,500 220,600 47,000 212,900 12,100 0 0 827,800

補助事業計 0 35,830 317,510 513,510 525,310 333,010 474,810 179,710 138,210 88,410 2,606,310
その他 2,100 3,400 3,400 10,100 2,100 2,100 2,100 2,100 2,100 2,100 31,600

合計 2,100 39,230 320,910 523,610 527,410 335,110 476,910 181,810 140,310 90,510 2,637,910

※工事を平準をすることにより10年間で1,013,710千円の事業費が縮減できました。以上を踏まえ本計画では工事の平準化を前提として策定しています。

2,637,910千円（平準化前事業費） − 1,624,200千円（平準化前事業費） ＝ 1,013,710千円（事業費縮減額）



③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等

②　財源についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

主な経費の考え方は以下のとおりです。
　委託料・・・水質検査や電気保安など継続的に発生するものは毎年度一定額を見込み、計画策定などは現時点で想定されるもののみ概算を
　　　　　　　　見込んでいます。
　修繕費・・・過去実績を踏まえ、毎年度一定額を見込でいます。
　動力費・・・過去実績を踏まえ、毎年度一定額を見込でいます。
　職員給与費・・・人員の増減はないため過去実績を基にした一定額を見込でいます。
　その他・・・内容に応じて過去実績又は令和2年度予算額を基にした一定額を見込でいます。

民間の資金・ノウハウ等の活用
（ PPP/PFI 等 の 導 入 等 ）

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 充 実
（ 施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等
に よ る 投 資 の 平 準 化 ）

特になし。

そ の 他 の 取 組 特になし。

企 業 債

繰 入 金

維持管理を直営にて対応していますが、今後は工事や監理などの外部委託を検討していきます。（浄水
場の運転管理業務や料金滞納整理・精算業務など）

現時点で策定していませんが、今後は老朽化による対応が具体的になっていくことが予測され、施設・
設備の総合的な管理（優先順位をつけた更新、長寿命化、耐震化）を行っていくためにアセットマネジメ
ント策定を進めていきます。

策定した本経営戦略は、PDCAサイクルに基づいた進捗状況の確認・検証、計画見直しを定期的に行っ
ていきます。
進捗状況の確認・検証は毎年度決算実績との対比にて行っていき、それを踏まえた計画の見直しは3～
5年毎に行ってきます。
但し、社会情勢が大きく変化した場合などはその都度見直しを図っていきます。

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

導水・送水ポンプの能力を、需給バランス確保が可能な規模に見直し効率的な運用を図っていきます。

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

配水池や浄水場の統合を検討し、合理化を図ることで全体的な投資及び経費の抑制を図っていきま
す。

料 金

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
改 定 等 に 関 す る 事 項

資 産 の 有 効 活 用 等 （ *2 ） に よる
収 入 増 加 の 取 組

そ の 他 の 取 組
水道サービス水準の維持・業務の効率化向上のため、職員育成及び技術者の継続的な養成・確保への
取り組みを進めていきます。（外部研修への積極的な参加、など）

支出の平準化を図るためにも活用してきますが、償還時に負担が大きくなりすぎないように、バランスを
取りながら過大発行とならないよう管理していきます。

水道料金の見直しや経費の抑制を継続的に進めていくことで、一般会計からの繰入金を必要としない運
営体制を目指していきます。

県の動向を注視しながら取り組んでいきます。広 域 化

計画期間内の料金改定は予定しておりませんが、収支動向を注視しながら安定した経営を行うための
料金水準を検討していきます。

※　投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その内容等を記載すること。
　　 また、（１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間内の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の解消に向け
　 た取組の方向性、検討体制・スケジュール等について記載する必要があること。



様式第2号（法適用企業・収益的収支） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円，％）

年　　　　　　度 前々年度 前年度

区　　　　　　分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

１． (A) 188,492 185,376 184,215 182,048 179,856 177,688 175,496 173,402 171,308 169,215 167,121 165,027
(1) 186,267 183,235 182,075 179,908 177,716 175,548 173,356 171,262 169,168 167,075 164,981 162,887
(2) (B)
(3) 2,224 2,141 2,140 2,140 2,140 2,140 2,140 2,140 2,140 2,140 2,140 2,140

２． 36,458 40,226 34,366 34,000 33,375 34,881 34,791 35,034 35,731 36,804 37,899 39,100
(1) 0 4,310 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 4,310 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(2) 32,927 32,723 31,173 30,807 30,183 31,688 31,598 31,841 32,538 33,611 34,706 35,907
(3) 3,531 3,193 3,193 3,193 3,193 3,193 3,193 3,193 3,193 3,193 3,193 3,193

(C) 224,950 225,601 218,582 216,048 213,231 212,569 210,286 208,436 207,039 206,019 205,020 204,128
１． 173,398 200,205 180,038 179,448 178,621 190,869 184,519 184,246 186,262 188,369 194,874 188,110
(1) 40,070 44,797 46,242 46,242 46,242 46,242 46,242 46,242 46,242 46,242 46,242 46,242

32,236 35,435 36,662 36,662 36,662 36,662 36,662 36,662 36,662 36,662 36,662 36,662
3,045 3,505 3,723 3,723 3,723 3,723 3,723 3,723 3,723 3,723 3,723 3,723
4,789 5,857 5,857 5,857 5,857 5,857 5,857 5,857 5,857 5,857 5,857 5,857

(2) 71,049 93,684 74,966 74,966 74,966 84,056 76,329 74,966 74,966 74,966 84,056 76,329
13,241 15,295 12,727 12,727 12,727 12,727 12,727 12,727 12,727 12,727 12,727 12,727
4,562 6,775 6,457 6,457 6,457 6,457 6,457 6,457 6,457 6,457 6,457 6,457
8,730 7,533 5,929 5,929 5,929 5,929 5,929 5,929 5,929 5,929 5,929 5,929

44,517 64,082 49,852 49,852 49,852 58,943 51,216 49,852 49,852 49,852 58,943 51,216
(3) 62,279 61,724 58,831 58,241 57,413 60,571 61,949 63,039 65,055 67,162 64,575 65,539

２． 11,344 9,930 7,699 5,954 4,527 4,519 4,853 5,394 5,984 6,593 7,219 7,886
(1) 11,344 9,538 7,699 5,954 4,527 4,519 4,853 5,394 5,984 6,593 7,219 7,886
(2) 0 392 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(D) 184,742 210,135 187,738 185,402 183,148 195,388 189,373 189,640 192,246 194,962 202,093 195,996
(E) 40,208 15,467 30,844 30,646 30,083 17,180 20,914 18,796 14,793 11,057 2,927 8,132
(F) 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(G) 123 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(H) △ 123 △ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

40,085 15,466 30,844 30,646 30,083 17,180 20,914 18,796 14,793 11,057 2,927 8,132
(I) 226,694 266,779 282,244 313,088 343,733 373,816 390,997 411,911 430,707 445,500 456,557 459,484
(J) 290,962 252,252 261,699 267,012 285,204 302,431 338,510 372,073 401,987 428,060 442,032 462,529

18,462 18,462 18,462 18,462 18,462 18,462 18,462 18,462 18,462 18,462 18,462 18,462
(K) 66,185 71,426 73,623 59,759 41,648 36,550 37,723 38,478 39,408 38,579 37,584 40,910

6,197 13,142 17,960 16,725 8,470 6,736 8,017 7,944 7,735 7,526 6,405 6,960
( I )

(A)-(B)

(L)

(M) 188,492 185,376 184,215 182,048 179,856 177,688 175,496 173,402 171,308 169,215 167,121 165,027

(N)

(O)

(P)

健 全 化 法 施 行 規 則 第 ６ 条 に 規 定 す る
解 消 可 能 資 金 不 足 額

健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 定 し た
事 業 の 規 模

健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（N）/（P）×100)

地方財政法施行令第15条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (A)-(B)
地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

(（L）/（M）×100)

健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 定 し た
資 金 の 不 足 額

う ち 建 設 改 良 費 分
う ち 一 時 借 入 金
う ち 未 払 金

累 積 欠 損 金 比 率 （ ×100 ）

流 動 負 債

支 出 計
経 常 損 益 (C)-(D)

特 別 利 益
特 別 損 失
特 別 損 益 (F)-(G)

収

益

的

収

支

当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (E)+(H)
繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金
流 動 資 産

う ち 未 収 金

収

益

的

収

入

材 料 費

収

益

的

支

出

営 業 費 用
職 員 給 与 費

基 本 給
退 職 給 付 費
そ の 他

経 費
動 力 費
修 繕 費

支 払 利 息

補 助 金
他 会 計 補 助 金
そ の 他 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

収 入 計
そ の 他

そ の 他
減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

令和4年 令和9年 令和10年 令和11年 令和12年令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

営 業 外 収 益

料 金 収 入
受 託 工 事 収 益
そ の 他

本年度
令和3年

営 業 収 益



様式第2号（法適用企業・資本的収支） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円）
年　　　　　度 前々年度 前年度

区　　　　　分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

１． 0 0 0 9,900 98,300 98,280 98,280 98,280 98,280 98,280 98,300 98,400

２． 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３．

４．

５．

６． 0 0 0 9,900 98,300 98,280 98,280 98,280 98,280 98,280 98,300 98,400

７．

８．

９．

(A) 0 0 0 19,800 196,600 196,560 196,560 196,560 196,560 196,560 196,600 196,800

(B)

(C) 0 0 0 19,800 196,600 196,560 196,560 196,560 196,560 196,560 196,600 196,800

１． 30,937 40,102 2,100 23,200 200,000 206,660 198,660 198,660 198,660 198,660 198,700 198,900

２． 51,858 53,666 51,962 49,341 36,712 26,857 23,492 23,383 24,212 25,351 24,732 24,857

３．

４．

５． 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(D) 82,795 93,768 54,063 72,541 236,712 233,517 222,152 222,043 222,872 224,011 223,432 223,757

(E) 82,795 93,768 54,063 52,741 40,112 36,957 25,592 25,483 26,312 27,451 26,832 26,957

１． 80,498 55,575 27,658 27,434 27,231 27,104 16,466 16,358 17,186 18,326 17,704 17,820

２． 0 34,547 26,214 24,098 3,635 0 0 0 0 0 0 0

３．

４． 2,297 3,646 191 1,209 9,245 9,853 9,125 9,125 9,125 9,125 9,127 9,136

(F) 82,795 93,768 54,063 52,741 40,112 36,957 25,592 25,483 26,312 27,451 26,832 26,957

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(G)

(H) 376,484 322,819 270,856 231,416 293,004 364,427 439,215 514,112 588,180 661,109 734,678 808,221

○他会計繰入金 （単位：千円）
年　　　　　度 前々年度 前年度

区　　　　　分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

令和12年

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年 令和10年令和4年
本年度
令和3年

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

合 計

令和11年

資

本

的

収

支

補 塡 財 源 不 足 額 (E)-(F)

他 会 計 借 入 金 残 高

企 業 債 残 高

資本的収入額が資本的支出額に
不足する額     　　    (D)-(C)

補

塡

財

源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

(A)のうち翌年度へ繰り越さ
れる支出の財源充当額

純 計 (A)-(B)

資

本

的

支

出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 返 還 金

他 会 計 へ の 支 出 金

資

本

的

収

入

そ の 他

計

他 会 計 借 入 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

固 定 資 産 売 却 代 金

工 事 負 担 金

計

そ の 他

令和9年 令和10年 令和11年

他 会 計 負 担 金

令和12年

企 業 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 補 助 金

本年度
令和3年

令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

全体総括

経営比較分析の結果、本町の水道事業経営は概ね
良好な状態にあると判断できます。しかし、人口
減少や給水量の減少で収益は上がらず、依然経営
は厳しいという現状です。取水施設から給水施設
までの施設の老朽化による更新や施設維持に係る
費用が今後ますます必要となります。施設更新等
の実地計画や財源確保に対する早期の取組が必要
と考えます。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

① 収益と費用の比率を表す。前年比2.5ポイント
減少しておりますが、収支のバランスはとれてい
る。
② 恒常的な欠損金の有無を表す。過去５年間0％
であり、経営の健全性は引続き確保されている。
③ １年以内に支払うべき債務に対する支払い能力
を表す。当該値が示しているように、類似団体に
比べ良好であります。
④ 企業債残高の規模を表す。新規の借り入れもな
く順調に償還を進めている。
⑤ 料金水準等が適切であるかがわかる。一般会計
からの繰入もないため健全な料金水準と判断でき
る。
⑥ 収益にあがった水量１㎥あたりどれだけの費用
がかかているのかを表す。自己水源を使用してい
るため類似団体と比べ低くなっている。
⑦ 施設の規模が適正であるか、また効率的か等が
判断できる。全国平均よりは低いが類似団体を上
回っており適正に運用していると言える。
⑧ 購入又は浄水し配水している水道水が、収益に
反映されている割合を表す。84％前後で推移して
おり、類似団体に比較し良好な数値であります。

2. 老朽化の状況について

　①有形固定資産減価償却費率は、有形固定資産
の老朽化度合いを表します。数値が高い場合は、
法定耐用年数を経過した管路を多く保有している
ことになり、全国平均及び類似団体より高い状況
にあります。
　②管路経年化率は、法定耐用年数を超えた管路
延長の割合を表しています。前年度に比べ法定耐
用年数を超えた管の割合が増加したことになりま
す。
　③管路更新率は、当該年度に更新した管路延長
の割合を表す指標で管路の更新ペースや状況を表
しているが、更新が進んでいないので計画を立て
て更新を行う必要がある。

2. 老朽化の状況

－

- 73.85 99.27 3,218 7,642 13.21 578.50 【】

63.65 122.11 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A8 自治体職員 7,772

経営比較分析表（令和元年度決算）
沖縄県　久米島町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

46388 46753 47119 47484 47849

当該値 0 0 0 0 0

平均値 0.65 0.46 0.44 0.52 0.47

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

46388 46753 47119 47484 47849

当該値 117.68 123.19 117.39 119.71 121.76

平均値 106.62 107.95 104.47 103.81 104.35

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

46388 46753 47119 47484 47849

当該値 68.85 70.16 70.88 72.18 72.89

平均値 47.44 48.3 45.14 45.85 47.31

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

46388 46753 47119 47484 47849

当該値 53.42 55.5 55.5 58.05 57.79

平均値 11.16 12.43 13.58 14.13 16.77

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

①経常収支比率(％)

46388 46753 47119 47484 47849

当該値 0 0 0 0 0

平均値 12.59 12.44 16.4 25.66 21.69

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

46388 46753 47119 47484 47849

当該値 379.31 442.68 307.7 443.61 439.63

平均値 416.14 371.89 293.23 300.14 301.04

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

500.00

46388 46753 47119 47484 47849

当該値 303.29 272.95 249.79 226.04 202.12

平均値 487.22 483.11 542.3 566.65 551.62

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

46388 46753 47119 47484 47849

当該値 119.76 124.48 117.12 117.15 122.69

平均値 92.76 93.28 87.51 84.77 87.11

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

46388 46753 47119 47484 47849

当該値 166.36 160.83 170.44 170.55 162.49

平均値 208.67 208.29 218.42 227.27 223.98

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

46388 46753 47119 47484 47849

当該値 56.45 56.77 55.7 61.93 58.48

平均値 49.08 49.32 50.24 50.29 49.64

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

46388 46753 47119 47484 47849

当該値 92.84 92.77 93.15 81.64 84.93

平均値 79.3 79.34 78.65 77.73 78.09

70.00

75.00

80.00

85.00

90.00

95.00

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【112.01】 【1.08】 【264.97】 【266.61】

【89.80】【60.00】【168.38】【103.24】

【49.59】 【19.44】 【0.68】


